
首都直下地震帰宅困難者等対策協議会の検討体制と
今後の検討スケジュール

（１）検討体制

協議会

協議会幹事会

（１）検討体制

座長：内閣府政策統括官（防災担当）、東京都副知事

幹事長：内閣府参事官（地震・火山・大規模水害対

課題に応じて、ワーキンググループを設置

策担当）、東京都総務局総合防災部長

①東北地方太平洋
沖地震の際の帰宅
困難者対策の検証

②帰宅困難者等対策の具体化

各主体の取組
（周知徹底 備蓄等）

（２）検討スケジュール

連携施策
第1回会合
（平成23年9月）

（周知徹底、備蓄等）
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第2回会合
（平成23年11月頃）
東北地方太平洋沖地震における
帰宅困難者対策の検証等
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最終報告


